
市
長
公
約
「
国
保
税
の

負
担
軽
減
」
の
具
体
化
は

市
の
国
保
税
額
は
県
下
で
も
上

位
に
あ
り
、
近
隣
の
磐
田
市
や
掛
川

市
に
比
較
し
て
高
い
。
そ
の
要
因
を

ど
う
考
え
る
か
。

直
近
の
平
成
24
年
度
で
は
一
人

当
た
り
調
定
額
は
県
内
35
市
町
で
16

番
目
、
23
市
中
13
番
目
と
中
位
に
位

置
。
近
隣
市
町
と
の
税
率
の
差
は
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
の
差
が

要
因
と
考
え
る
。
国
保
税
だ
け
比
較

す
る
の
で
は
な
く
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

全
般
を
比
較
す
る
こ
と
が
必
要
と
考

え
る
。一

般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を

増
や
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

本
来
国
が
や
る
べ
き
も
の
を
市

が
補
う
の
は
仕
方
が
な
い
。

　

し
か
し
、更
な
る
税
金
の
投
入
は
、

他
の
保
険
制
度
も
あ
り
、
む
や
み
自

由
に
す
べ
き
で
は
な
く
、
繰
り
入
れ

は
制
度
の
中
で
実
施
す
べ
き
で
、
お

の
ず
と
制
限
が
あ
る
。

「
国
保
の
広
域
化
」
へ
の
見
解

と
そ
の
取
組
み
は
ど
う
か
。

自
治
体
に
よ
っ
て
異
な
る
保
険

料
の
平
準
化
を
図
り
、
国
保
制
度
を

安
定
的
に
運
営
す
る
た
め
に
は
広
域

化
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。現
在
、

国
の
会
議
や
県
市
町
の
連
絡
会
議
に

お
い
て
、
財
政
安
定
化
や
保
険
者
規

模
別
の
収
納
率
目
標
の
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
る
が
、
負
担
の
公
平
化
に

よ
り
保
険
料
が
大
幅
に
増
減
す
る
自

治
体
が
で
き
る
な
ど
の
課
題
も
あ

り
、
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

国
際
交
流
に
明
確
な
目
的
意
識
を

グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
育
成
の
た

め
の
取
り
組
み
は
。

毎
年
、
国
際
交
流
協
会
を
通
じ

て
中
高
生
を
中
心
に
米
国
へ
の
学
生

派
遣
を
し
て
い
る
。
参
加
し
た
学
生

が
、
市
内
外
を
問
わ
ず
世
界
で
も
活

躍
す
る
こ
と
も
大
切
と
考
え
る
。
今

後
は
、
様
々
な
分
野
で
の
交
流
を
効

果
的
に
発
展
さ
せ
る
た
め
の
体
制
を

作
っ
て
い
き
た
い
。

企
業
誘
致
に
よ
る
雇
用
創
出
を

誘
致
活
動
の
現
状
は
。

昨
年
度
の
企
業
訪
問
の
実
績
は

1
1
4
社
に
上
り
、
金
融
機
関
や
大

手
ゼ
ネ
コ
ン
も
訪
問
し
た
。
県
が
設

置
す
る
東
京
事
務
所
に
職
員
を
派
遣

し
て
、
首
都
圏
で
も
誘
致
活
動
を

行
っ
て
い
る
。今
後
も
、ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
に
よ
り
企
業
の
ニ
ー
ズ
を
掘
り

起
こ
し
て
い
き
た
い
。

平
等
な
学
習
環
境
を
子
供
た
ち
に

人
口
増
加
に
よ
る
普
通
教
室
の

不
足
へ
の
対
応
は
。

市
内
で
は
山
梨
地
区
、
袋
井
北

地
区
、
袋
井
南
地
区
で
区
画
整
理
や

宅
地
造
成
な
ど
に
よ
る
児
童
や
生
徒

数
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。
市
は
児

童
生
徒
数
の
推
移
を
的
確
に
捉
え
、

教
育
環
境
が
低
下
し
な
い
よ
う
配
慮

す
る
と
と
も
に
、
学
校
運
営
に
支
障

を
来
す
こ
と
の
な
い
よ
う
適
切
に
対

応
し
た
い
。 
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